
　
２
０
１
１
年
度
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
指

定
さ
れ
て
い
る
大
分
県
立
日
田
高
校
。
21
年

度
か
ら
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
３
期
目
に
向
け
て
の
課
題

を
、
探
究
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
の
姿
を
基

に
検
証
し
た
結
果
、
様
々
な
社
会
問
題
の
解

決
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
に
育
む

べ
き
資
質
・
能
力
と
し
て
、「
日
田
高
Ｒ
Ｇ

Ｂ
（
以
下
、「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
」）」
を
定
義
す
る
に

至
っ
た
（
図
１
）。「
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
」
の
よ
う
な
「
見
え
な
い
力
」
な

ど
か
ら
成
る
「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
」
の
策
定
プ
ロ
セ
ス

を
、
研
究
部
副
主
任
の
工
藤
督た

だ

右す
け

先
生
は
次

の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
研
究
・
開
発
を
担
う
研
究
部

内
で
生
徒
の
課
題
に
つ
い
て
語
り
合
う
中

で
、
今
後
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能

力
を
育
む
べ
き
か
が
論
点
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
方
か
ら
紹
介
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に

取
り
組
む
生
徒
の
姿
か
ら
、
仮
説
を
立
て
る

力
や
デ
ー
タ
に
基
づ
く
検
証
を
行
う
力
、
研

究
の
成
果
を
具
現
化
す
る
意
志
な
ど
を
生
徒

に
育
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
声
が
上
が
り
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
方
向
性
が
共
有
で
き
ま
し
た
」

　
し
か
し
、
３
期
目
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
新
し
い
活

動
を
加
え
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た

と
、
指
導
教
諭
の
髙
倉
圭
一
先
生
は
語
る
。

　「
本
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
は
、
大
学
や
研

究
機
関
、
官
公
庁
、
企
業
等
と
連
携
し
た
活

動
は
充
実
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
も
教
師

も
活
動
に
追
わ
れ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
活
動
を
増
や
す
の

※学校資料を基に編集部で作成。

「日田高ＲＧＢ」と「ＲＧＢゴール・ルーブリック」図１

日田高RGB 目指すもの 該当する観点

Research
(探究する
力)

課題設定力 日常生活や社会の中に、取り組むべ
き課題を見いだす力

思考・判断・
表現

仮説構築力 根拠のある仮説（予想）を立て、検
証への道筋をつける力

分析検証力 情報やデータを分析・解釈して、仮
説（予想）を検証する力

論理表現力 論理的に思考し、筋道を立てて分か
りやすく表現する力

Glocal
(波及
させる力)

発信力 自己の考えや社会への提言を相手に
応じた方法で発信しようとする志

主体的に
学習に
取り組む
態度実践力 具体化した解決策を、地域や社会に

役立つよう、具現化しようとする志

Basis
(基盤と
なる力)

知識活用力 問題解決に必要な知識を見いだす
力、知識を融合・活用する力 知識・

技能
情報活用力 問題解決のために情報を収集、整

理、比較、統合する力

●課題設定力のゴール・ルーブリック（一部）

●「日田高RGB」

教
科
を
超
え
て
多
様
な
資
質・能
力
を
育
み
、

評
価
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

大
分
県
立
日ひ

た田
高
校

大
分
県
立
日
田
高
校
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
生
徒
の
課
題
を
踏
ま
え
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
設
定
。

さ
ら
に
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
シ
ラ
バ
ス
を
つ
く
る
こ
と
で
、
教
科
を
超
え
て
校
内
の
教
師
の
間
で
授
業
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
促
す
と
と
も
に
、

多
角
的
で
、
教
師
・
生
徒
に
と
っ
て
納
得
感
の
あ
る
評
価
方
法
の
確
立
に
力
を
注
ぎ
、「
見
え
な
い
力
」
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
指
導
・
学
習
改
善
を
実
現
し
て
い
る
。

C a s e 4
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
の
充
実
を

「
見
え
な
い
力
」の
視
点
で
追
求
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で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ

の
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
各
活
動
で
ど
の

よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
も
う
と
し
て
い
た

の
か
を
整
理
し
、
既
存
の
活
動
の
質
を
高
め

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
ベ
ー
ス

で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
ベ
ー
ス
の
活

動
へ
と
発
想
を
転
換
し
た
の
で
す
」

生
徒
指
導
主
任
の
森
佐
和
美
先
生
は
、「
８

つ
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
時
の
生
徒
の
姿
を
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
で
示
し
た
こ
と
で
、
授
業
で
ど

の
よ
う
な
学
び
を
生
徒
に
経
験
さ
せ
る
べ
き

か
が
考
え
や
す
く
な
り
、
授
業
改
善
が
一
気

に
進
ん
だ
」
と
語
る
。

　「
本
校
に
は
、
探
究
学
習
の
成
果
を
生
か

し
て
外
部
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
る
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た

が
、
そ
う
し
た
生
徒
は
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ら
成
果
を
上
げ

ら
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
生
徒

を
授
業
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い

け
ば
よ
い
の
か
が
い
ま
一
つ
は
っ
き
り
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
が
で
き
た
こ
と
で
、
育
成
を
目
指
す
資
質・

能
力
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
生
徒
の
成
長

を
促
す
機
会
を
授
業
で
ど
の
よ
う
に
つ
く
れ

ば
よ
い
か
を
考
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　
現
在
は
、「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
」
で
定
め
た
８
つ
の

力
を
各
教
科
・
科
目
で
ど
の
よ
う
に
育
ん
で

い
く
か
を
、「
日
田
高
授
業
改
善
実
施
要
領
」

に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
各
単
元
の

ど
ん
な
授
業
場
面
で
８
つ
の
力
を
育
成
す
る

か
を
教
科
・
科
目
ご
と
に
示
し
た
「
Ｒ
Ｇ
Ｂ

シ
ラ
バ
ス
」（
図
２
）
や
、
８
つ
の
力
の
育

　
研
究
部
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
や
授
業
全
般

を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し

て
、
現
在
の
「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
」
の
８
つ
の
力
か
ら

課
題
設
定
力
と
論
理
表
現
力
を
除
く
６
つ
の

力
を
、
21
年
４
月
の
職
員
会
議
で
提
案
し
た
。

研
究
部
主
任
の
遠
藤
源
治
先
生
は
、「
職
員

会
議
で
は
、『
提
案
さ
れ
たResearch

の
資

質
・
能
力
の
う
ち
の
２
つ
は
、
自
分
が
担
当

す
る
教
科
で
は
育
成
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

思
う
』『
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以
下
、

観
点
別
評
価
）
に
向
け
て
、
３
観
点
と
対
応

さ
せ
る
べ
き
だ
』
な
ど
と
、
活
発
に
意
見
が

出
さ
れ
た
」
と
説
明
す
る
。

　「
職
員
会
議
で
出
た
意
見
を
踏
ま
え
て
研

究
部
で
改
め
て
議
論
し
、Research

（
探

究
す
る
力
）
に
課
題
設
定
力
と
論
理
表
現
力

を
加
え
た
り
、
発
信
力
を
『
思
考
・
判
断
・

表
現
』
で
は
な
く
『
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
』
に
対
応
す
る
資
質
・
能
力
と
し

て
設
定
し
直
し
た
り
す
る
な
ど
、『
Ｒ
Ｇ
Ｂ
』

に
修
正
を
加
え
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
３
領

域
・
８
つ
の
力
で
構
成
す
る
現
在
の
『
Ｒ
Ｇ

Ｂ
』
が
職
員
会
議
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
」

　
さ
ら
に
研
究
部
で
は
、
８
つ
の
力
が
生
徒

の
ど
の
よ
う
な
姿
と
し
て
表
れ
る
か
を
記
述

し
た
「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
ゴ
ー
ル・ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図

１
）」
を
作
成
し
、教
師
と
生
徒
に
共
有
し
た
。

※学校資料を基に編集部で作成。

単元の指導と評価の計画（RGBシラバス）図２

時数 目標、高めるRGB 等、課題、内容等
観点別の主な評価場面

評価方法
知技(B) 思判表(R) 態度(G)

１次
（２時間）

○ア物理量の測定と扱い方
【目標】身近な物理現象について、物理量の測定と表し方、分析の手
法について理解する

【課題】物理現象の性質、数量的関係はどのように扱えばよいだろうか
【内容】・単位の換算 ・グラフの表し方

○

•〔知〕ワークシー
ト（グラフの作成）
•〔知〕小テスト（単
位換算）

２次
（５時間）

○イ運動の表し方
【目標】物体の運動の表し方について、直線運動を中心に、変位や速
度について、規則性や関係性を見いだして表現する

【RGB】仮説構築力

○
•〔思〕ワークシー
ト

研
究
部
副
主
任
、

Ｓ
Ｓ
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

工
藤
督
右 

く
ど
う
・
た
だ
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。理
科
。

指
導
教
諭
・
研
究
部
主
任
、

授
業
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

遠
藤
源
治 

え
ん
ど
う
・
げ
ん
じ

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。理
科
。

生
徒
指
導
主
任

森 

佐
和
美 

も
り
・
さ
わ
み

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
家

庭
科
。

指
導
教
諭
・
２
学
年
主
任

髙
倉
圭
一 

た
か
く
ら
・
け
い
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
英

語
科
。

「
見
え
な
い
力
」を

学
力
の
３
要
素
で
見
え
る
化

設
立
　
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
岡
山

大
、
九
州
工
業
大
、
九
州
大
、
福
岡
教
育
大
、
長
崎
大
、

熊
本
大
、
大
分
大
、
宮
崎
大
な
ど
に
97
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
青
山
学
院
大
、
中
央
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
、
立

命
館
大
、
福
岡
大
な
ど
に
延
べ
２
０
９
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
25
人
。

学
校
概
要

「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
」を
育
む
授
業
に

な
っ
て
い
る
か
を
教
師
間
で
検
証

学びに向かう力、エージェンシー、非認知能力……
なぜ育む？「見えない力」

特集
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成
を
目
的
と
し
た
授
業
の
実
践
例
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　「
各
単
元
で
特
に
意
識
し
て
育
成
し
た
い

資
質
・
能
力
を
各
教
科
で
検
討
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
作
成
さ
れ
た
全
教
科・

ー
ブ
リ
ッ
ク
」
に
基
づ
い
て
答
え
さ
せ
た
り

し
て
い
る
（
図
３
）。

　
ま
た
、
工
藤
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
教

科
を
超
え
て
教
師
が
集
ま
り
、「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
」

の
到
達
度
を
測
定
す
る
テ
ス
ト
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
（
図
４
）。
同
テ
ス
ト
は
年

２
回
実
施
し
て
い
る
。

　「
テ
ス
ト
問
題
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

過
去
の
生
徒
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
探
究
学
習

の
内
容
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。『
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
お
い
し
い
昆
虫
食
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
』
と
い
う
問
い
も
、
実
際
に
生
徒
が

設
定
し
た
課
題
を
参
考
に
し
て
作
成
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
探
究
学
習
の

内
容
を
振
り
返
る
こ
と
で
、『
こ
ん
な
問
い

に
向
き
合
え
る
生
徒
を
育
て
た
い
』『
そ
の

た
め
に
こ
ん
な
指
導
を
し
て
い
き
た
い
』
な

ど
と
、
授
業
の
目
標
や
指
導
の
方
向
性
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」（
工
藤
先
生
）

　
意
識
調
査
で
、「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
」
の
資
質
・
能

力
が
高
ま
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
生
徒
は
、

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
好
成
績
を
収
め
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　「
授
業
の
振
り
返
り
を
『
Ｒ
Ｇ
Ｂ
』
の
視

点
で
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
の
学
力
が

向
上
し
て
い
る
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

『
Ｒ
Ｇ
Ｂ
』
を
発
揮
し
て
、
授
業
で
学
ん
だ

こ
と
を
自
分
な
り
の
視
点
で
深
め
た
り
、
社

会
課
題
と
関
連
づ
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
学

び
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
森
先
生
）

　「
見
え
な
い
力
」
を
組
織
的
に
育
み
、
そ

の
成
果
を
検
証
し
て
い
る
日
田
高
校
。

　「
本
校
で
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
測
れ

る
『
見
え
る
力
』
を
基
に
生
徒
を
評
価
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の

結
果
は
、
生
徒
の
真
の
学
力
で
は
な
く
、
テ

ス
ト
対
策
と
い
う
そ
の
場
限
り
の
学
習
で
身

に
つ
け
た
瞬
間
風
速
的
な
学
力
で
あ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、『
見
え
る
力
』

は
、
生
徒
が
持
つ
資
質
・
能
力
の
一
部
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
を
用

い
て
生
徒
の
『
見
え
な
い
力
』
を
丁
寧
に
見

て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
の
真
の
学
力
、
姿
が

見
え
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
髙
倉
先

生
）

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

科
目
の
３
年
間
の
シ
ラ
バ
ス
を
見
た
と
こ

ろ
、
１
年
次
は
知
識
活
用
力
や
情
報
活
用
力

の
育
成
を
目
指
す
単
元
が
多
く
な
り
、
３
年

次
は
発
信
力
や
実
践
力
の
育
成
を
目
指
す
単

元
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。『
Ｒ
Ｇ

Ｂ
シ
ラ
バ
ス
』
に
よ
っ
て
、
３
年
間
を
通
し

た
『
Ｒ
Ｇ
Ｂ
』
の
育
成
ス
ト
ー
リ
ー
を
校
内

で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
遠
藤

先
生
）

　
さ
ら
に
、
日
々
の
授
業
が
「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
」
を

育
成
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
を
教
師
が

検
証
す
る
た
め
、
同
校
で
は
「
見
通
し
を
立

て
た
学
び
」「
主
体
的
な
問
題
解
決
」「
社
会

へ
の
提
言
・
繋つ

な

が
り
」
の
３
つ
の
視
点
で
授

業
を
評
価
す
る
た
め
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作

成
し
た
。
そ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
、

１
年
間
に
自
教
科
の
授
業
を
最
低
１
回
、
さ

ら
に
他
教
科
の
授
業
を
最
低
１
回
参
観
し
、

教
師
間
で
の
相
互
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
」
と
し
て
設
定
し
た
資
質
・
能

力
が
生
徒
に
育
ま
れ
て
い
る
か
を
評
価
す
る

た
め
、
生
徒
に
意
識
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

同
調
査
で
は
、
８
つ
の
力
を
育
む
活
動
が
授

業
中
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
聞
い
た
り
、
８

つ
の
力
が
自
分
の
中
で
高
ま
っ
て
い
る
実
感

が
あ
る
か
ど
う
か
を
「
Ｒ
Ｇ
Ｂ
ゴ
ー
ル
・
ル

RGB 質問項目
（4：そう思う、3：まあそう思う、2：あまりそう思わない、1：思わない）

４件法平均値
23年

7月 12月

RGBの
資質・能力を
発揮する場面

R

1.この授業では、なぜを考える場面が設定されている。 3.50 3.58
2.この授業には、疑問を解決するための解決策を考えてみる場面がある。 3.44 3.55
3.この授業において、自分の仮説・考えが正しいか検証することがある。 3.28 3.42
4.この授業では、自分の考えを述べる場面があった。 3.41 3.48

RGBの
資質・能力の
高まりの実感

R

13.この授業において、「課題設定力」が高まりましたか。 3.16 3.33
14.この授業において、「仮説構築力」が高まりましたか。 3.24 3.43
15.この授業において、「分析検証力」が高まりましたか。 3.26 3.46
16.この授業において、「論理表現力」が高まりましたか。 3.37 3.45

生徒を対象とした「日田高RGB」に関する意識調査（抜粋）図３

「日田高RGB」測定テストの問題例（１年生）図４

【課題設定力を測る問題】
問1　以下に示す漠然とした問いを「リサーチ
クエスチョン（検証できる問い）」として、より
深い問いにしたい。あなたならどのように変更
するか。なぜそのように変更したのか、その理
由も含めて、変更後の新しい問いを書きなさい。

問い「どのようにしたら
おいしい昆虫食になるのだろうか」

「
見
え
な
い
力
」を
測
定
す
る

テ
ス
ト
開
発
に
取
り
組
む
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